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[要旨] 

 

賃金格差の問題は企業の賃金決定行動と深く関わっており、企業の賃金決定慣行の変化

と賃金格差の関係が議論されてきている。しかしながら、企業内の格差を測定することは

非常に難しい。本稿は、健康保険組合の月次報告データを用いて、企業内格差と企業間格

差を分けて測定し、格差全体にそれぞれがどのように寄与しているかを分析した。 

分析の結果、企業内の賃金格差は男性の方が大きいが、企業間の賃金格差は女性の方が

大きいため、全体としての格差では、女性の方が大きくなることが分かった。一方で、2003

年から 2006年にかけて男性の格差は大きく拡大し、女性の格差の水準に近づいてきたこと

が確認された。また、この背後では、企業内の格差の拡大が非常に大きく寄与していたこ

とが分かった。以上のことから、賃金格差に関する議論において、企業内格差が重要な役

割を果たしていることが明らかになった。    
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